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１．本事業の趣旨 

燃費の極限を追求するエコカー。長野市内およ

び県内には、全国的に注目された長野市立篠ノ井

西中学校をはじめいくつもの団体が全国大会に

出場しています。中学生が材料調達からエンジン

組み立て、車体の溶接、大会出場までを自分たち

の技術を向上させながら取り組む姿は、新聞・テ

レビなどでも大きく取り上げられてきました。 

2006 年度の全国大会での中学生チームの記録

は、１リットルで 777kmでしたが、2007年度にイ

ギリスで行われた世界大会では 975km、2007年度

の全国大会では 1009 km、広島大会では 1269kmと、

ついに 1000km を突破しました。このような取り

組みから、日頃から何気なく消費しているガソリ

ンの偉大な能力には目をみはるものがあること

が実感できます。 

この大会の趣旨は、エコカーの活動をきっかけ

に、エコドライブなどの知識を身につけ、貴重な

石油資源の有効活用と地球温暖化防止を実践し

ていこうというものです。今年も昨年に引き続き

第２回となる長野大会『エコマラソン２００８長

野』を企画し、全国大会の燃費競技に準拠して燃

費計測会を行いました。また、みんなで地球温暖

化防止を実践するように、「エコマラソン・エコ

ドライブ展」、「エコカーを体験！」などを同時開

催し、大勢のご参加がありました。 

 

２．本事業の構成団体 

 本事業の主催団体は、エコマラソン長野実行委

員会である。実行委員会は、主に中学校や高校、

高専、大学などの教諭により構成されている。ま

た、行政機関、民間団体をはじめ多くの後援、協

力をいただき、本事業を実施することができた。 

■主催 
エコマラソン２００８長野実行委員会 
ＮＰＯ法人ＣＯ２バンク推進機構 
・長野市立篠ノ井西中学校 技術科教諭 箕田大輔 
・国立立長野工業高等専門学校 機械工学科 

准教授 岡田学 
・長野県工科短期大学校 生産技術科 講師 千葉隆史 
・長野県長野工業高等学校 機械科教諭 鈴木英介 
・長野県飯田工業高等学校 教諭 須江繁征 
・松本市清水中学校 教諭 野沢重徳 

・信州大学 教授、理事 野村彰夫 
・国立長野高専技術振興会 信州まち育て研究会 

代表 松岡保正（環境都市工学科教授） 
・事務局 宮入賢一郎 ＮＰＯ法人ＣＯ２バンク推進機構理事長、

国立長野高専非常勤講師 
■後援  
国土交通省長野国道事務所／長野県／長野県教育委員会
長野市／長野市教育委員会／信州大学／国立長野高専 
長野県環境保全協会・長野県地球温暖化防止活動推進センター 
ＮＨＫ長野放送局／ＳＢＣ信越放送／ＮＢＳ長野放送 
ＴＢＳ長野信州／abn 長野朝日放送／INC 長野ケーブル
テレビ／信濃毎日新聞社／朝日新聞長野総局／読売新聞
長野支局／毎日新聞長野支局／中日新聞長野支局／産経
新聞社長野支局／日本経済新聞社長野支局／長野市民新
聞社／新建新聞社／週刊長野新聞社／市民タイムス 
（財）ながの観光コンベンションビューロー 
 
■協力  
長野市消防局／長野市理科教育センター／長野市リフレ
ッシュプラザ／長野市青少年錬成センター 
信州地域ネットワーク・プロジェクト（ＮＰＯ法人ＣＯ２
バンク推進機構／（株）ＫＲＣ／信州林業（株）／炭平コ
ーポレーション（株）／（株）角藤） 
国立長野高専信州まち育て研究会／（社）日本自動車連盟
長野支部／（株）ドリームモータースクール／ホンダカー
ズ長野中央／サントリーフーズ（株）／（株）三建／長野
森林組合／齋藤木材工業（株）／株式会社エムウェーブ 
小田切園 ほか 
 
その他、大勢の団体・個人の支援を得た。 

 

３．開催日時・場所 

 毎年１０月に栃木県のツインリンク茂木で行

われる全国大会の１ヶ月前にあたる９月１３～

１４日に開催した。 

開催場所は、周回距離が長く安全管理ができる

などの条件を満たす施設として、長野市の五輪施

設である『エムウェーブ』を選定し、施設管理者

の協力のもと、大会を開催した。前日は、参加チ

ームによる交流会を『長野市青少年錬成センタ

ー』で開催し、参加者および関係者で交流、親睦

を深めた。 

前日まで不安定な天気が続いていたため気が

かりであったが、大会当日は秋晴れに恵まれ、大

勢の参加者で盛会となった。 

 
 ■平成２０年９月１３日（土） 
  13:30～20:15 
会場：長野市青少年錬成センター（交流エコラン） 
■平成２０年９月１４日（日） 
  9:00～17:30 
  会場：エムウェーブ 
     （エコマラソン、エコマラソン(一般参加)、エ

コドライブ体験、エコカー体験） 
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交流エコランの会場となった『長野市青少年錬

成センター』は、グランド、体育館を備えた１５

０人収容の宿泊可能な市の郊外、中山間地にある

青少年活動施設である。 

また、燃費計測会の会場となった『エムウェー

ブ』は、長野五輪のスピードスケート会場となっ

た約１万人収容可能な競技施設である。本大会で

は、その外周道路をコースとして使用させていた

だいた。 

  

４．プログラム実施状況 

4.1 タイムスケジュール 

 ９月１３日は、午前１１時にスタッフが集合し、

会場設営などの準備を行った。中学校や高専、社

会人チームも加わっての運営準備や、車検・走

行・運営のテストも行い、翌日の大会に備えた。 

夕方からは、会場を長野市青少年錬成センター

に移して交流会とした。交流会では、各チーム相

互および運営スタッフとの連帯を深めることが

できた。 

■９月１３日（長野市青少年錬成センター会場） 

17:45 交流エコランオープニング 

18:15 夕食 

19:00 マシン見学会＆講習会 

 20:15 お風呂、マシンの整備など 

 22:00 消灯 

大会当日は、早朝から準備にとりかかり、開会

式を９時定刻に開催した。開会式では、主催者の

挨拶のほか、長野市消防局の鎌田氏から安全に関

する訓辞といただき、開会式後のドライバーズミ

ーティングなどと合わせ、参加者全員が安全に大

会を運営することを申し合わせた。 

燃費計測会に先立っての車検は、全国大会の規

程に準拠し、規格や安全性などを入念に点検した。

車検責任者は競技委員長の岡田先生があたり、エ

コカー大会参加の経験の長い篠ノ井西中学校の

ＯＢが協力した。 

燃費計測会では、時間内に３回出走することが

でき、各チームが調整を繰り返しながら参加した。

初めて走行させるマシンも多く、予期せぬトラブ

ルで完走できなかったチームもあったが、全体的

には全国大会に向けた有意義な会となった。 

閉会式では計測会の結果を報告しながら、最優

秀賞や優秀賞、奨励賞、努力賞の表彰を行った。 

■９月１４日（エムウェーブ） 

  6:00 起床 

  6:30 青少年錬成センター会場発 

  7:30 エムウェーブ会場着 

     受付開始 

  8:00 車検＆コースウォーク 

  9:00 開会式 

  9:20 ドライバーズミーティング 

  9:30 大会ｽｹｼﾞｭｰﾙ、参加チーム紹介、ルール説明 

 10:00 燃費計測会（午前）開始 

 12:00 市販車クラス大会 

 12:30 エコドライブ体験 

 13:30 燃費計測会（午後）開始 

 15:00 休憩 

 16:30 燃費計測会終了 

 17:00 また会おうね閉会式・表彰式 

 18:00 解散 

 

4.2 指導者、協力者 

 長野県内のエコカー活動チームは、中学校・高

等学校・高専が多いことから、実行委員会は、こ

うした取り組みを行っている教職員有志によっ

て構成することにした。 

 

実行委員長 

箕田大輔：長野市立篠ノ井西中学校 技術科教諭  

競技委員長 

 岡田 学：国立長野工業高等専門学校  
機械工学科 准教授  

千葉隆史：長野県工科短期大学校 生産技術科 講師   
鈴木英介：長野県長野工業高等学校 機械科教諭  
 須江繁征：長野県飯田工業高等学校 教諭  
野沢重徳：松本市清水中学校 教諭  
野村彰夫：信州大学 教授、理事 
 松岡保正：国立長野高専技術振興会環境都市工学科教授  

信州まち育て研究会 代表 

事務局長 

 宮入賢一郎：国立長野高専 環境都市工学科非常勤講師 

 ＮＰＯ法人ＣＯ２バンク推進機構理事長 
 

 ２日間の司会進行は、信州大学の湯本沙綾香さ

んが担当し、進行や実況などで活躍してくれた。 

 

■安全訓辞 

 長野市消防局予防課 鎌田様 

■表彰 

 長野市長 鷲澤様    （表彰状ご提供） 

 ながの観光コンベンションビューロー 

   （各賞の副賞ご提供、参加賞ご提供） 

サントリーフーズ（株） （参加賞ご提供） 
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■スタッフ 

 ２３名（ＣＯ２バンク推進機構会員・職員ほか） 

 このほか、篠ノ井西中学校の生徒が各コーナで旗を用

いてのコースマーシャル・連絡係、国立長野高専の学生

が事務局補助員、篠ノ井西中学校ＯＢが車検、燃費計測

等の補助員を務めるなど、参加者も運営に大きく貢献し

てくれた。 

 また、実行委員の先生達も、競技本部事務局、計測等

の役割を分担して運営を行った。 

 

4.3 交流エコラン 

 エコマラソンの前日、長野市青少年錬成センタ

ーを会場として、エコマラソンの参加者を中心と

した交流会を行った。エコカーを体育館に集め、

各マシンの紹介や製作上の苦労話、マシンの講評

などを行った。 

同じ地域で活動する生徒や教職員同士という

こともあり、すぐに打ち解けあい、交流や情報交

換の場ととして有意義なものとなった。 

 

4.4 エコマラソン（燃費計測会） 

 エコマラソンはエムウェーブのアリーナ（室内

競技場）の外周 約１㎞のコースを使用して行っ

た。コースを 12 周走り、その時に使用した燃料

（ガソリン）の使用量から燃費を算出する方式と

した。 

全国大会に準じて制限時間（30分以内）を設け、

１周約２分 30秒、時速にすると約 24㎞以上のペ

ースで走行する規程とした。ドライバーはメカニ

ックからの指示を聞きながら、燃費とペース配分

に気を付けて走行した。 

 ゴール後はすぐに燃料系統をすべて取り外し

て燃料の計測（全重量計測方式）を行い、燃費記

録の公式確認を行った。 

 エントリー２０チームの中で最優秀チームは、

515.113km/ﾘｯﾄﾙという好成績であった。各チーム

は、１ヶ月後に迫った全国大会に向けての感触を

つかんだようで、長野大会の意義を高く評価して

くれた。 

 

 

 

4.5 エコマラソン（一般参加） 

 今年は新たに一般車（市販２輪車）を対象とし

た燃費競技も行った。エントリーは２チームで、

このうち最優秀チームは 115.737km/ﾘｯﾄﾙという

成績であった。市販されている車（バイク）が、

ドライバーのエコドライブテクニックによりど

のくらい実際の燃費が改善されるか興味深いも

のとなった。 

 

4.6 エコカー体験会 

 エコドライブに参加している国立長野高専の

学生達に協力していただき、計測会で実際に走っ

ていた２人乗りエコカーを使ったエコカーの試

乗体験会を行った。見学に来ていた子どもや家族

連れに、実際のエコカーを見て、乗って、走りを

体感しながら物作りの楽しさや環境への関心を

育んでいただいた。 

 

５．参加状況 

 昨年に引き続き第２回目ということで、早めに

参加募集を行ったことと、前大会の参加者の広ま

りもあり、出場１２団体、２２チームと、昨年の

出場６団体(参加７団体)、１２チームに比べて倍

近い参加があった。 

参加募集は、募集チラシや募集要項などを作成

し、後援・協力をいただいた各種団体から配布し

ていただいたり、インターネットやメールでの呼

びかけのためにホームページを開設した。また、

「信州環境フェア」「ながの環境フェア」などで

パネルや実車を使った展示や、新聞紙面や公益活

動関連のメーリングリスト等でも事前告知を行

った。 

その結果、短期間であったが、たいへん多くの

参加者があり、盛会となった。また、昨年の出場

校の呼びかけにより参加した学校もあり、学校同

士の交流も育まれることとなった。 
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今年度参加者数 

■エコラン交流会参加者     ：５３人 

  （学生３９人、大人１４人） 

 ■エコマラソン         ：４０４人 

  （学生１１０人、大人４４人、一般２５０人） 

  参加チーム          ：２２チーム 

 ■エコドライブ体験       ：  ７人 

                        

 イベント参加者 合計       ４６４人 

 

昨年度（2007 年度）参加者数 
■エコラン交流会参加者     ：６２人 

  （学生４４人、大人１８人） 

 ■エコマラソン         ：１５８人 

  （学生８５人、大人４３人、一般１２５人） 

  参加チーム          ：１２チーム 

 ■エコドライブ講習       ： ２４人 

 ■エコドライブ体験       ： １１人 

                       

 イベント参加者 合計       ３５０人 

 

 

６．報道 

 長野県内では２回目となるエコカーの大会と

あって、新聞、テレビ等で多く取り上げていただ

いた。これにより、エコカーやエコドライブの市

民への波及を目的として、次の広報活動が実現で

きた。 

・当日のニュース 

・１５分番組（エコロジー最前線） 

・１時間番組（Ｙｅｓ，ものづくりナガノ） 

また、新聞では、長野市民新聞・週刊長野・信

濃毎日新聞などで大会の状況を掲載していただ

いた。 

 

７．会場管理・誘導・安全管理 

 会場各所および周辺について、プログラムや活

動内容を事前に検討し、安全上の配慮を行った。 

大勢の来場者が予想されたため、敷地入口や駐

車場への誘導、見学者動線の管理など、会場の管

理と誘導のためのスタッフを配置し、事故防止、

安全指導にあたった。 

また、会場付近で利用できる公共交通機関が少

なく、自家用車による来場が多いため、エムウェ

ーブ敷地内に看板や誘導員を配置して、円滑な誘

導を図った。 

安全面では、エコカーの走行時や整備時の事故

やケガ等の発生、見学者の熱中症などが考えられ

たため、保健師（牛澤様）を依頼して現場に常駐

していただいた。また、大会本部テントの横に救

護テントを設けたほか、管理者にお願いして空調

の整った建物（管理棟）の一室を借りて救護室を

設けた。 

事前に、長野市消防局に大会内容等を説明し、

万が一の場合の協力要請を行っておいたほか、当

日も長野市消防局から参加者全員への安全訓辞

と緊急連絡先等のアドバイスをもらった。 

走行では、事前テスト走行によりカラーコーン、

標識等によるルート明示や、直線区間の追い越し

（遅い車が車線を譲る）・カーブ手前で追い越し

禁止などのルールを徹底した。 

その結果、事故やケガは１件もなく、２日間の

プログラムを無事終了することができた。実りの

大きいイベントとなった。 



 

エコマラソン２００８長野 
開催結果報告 

出走チーム一覧 

■表彰 
表彰名 ｾﾞｯｹﾝ

最優秀賞 19

優秀賞 9

奨励賞 7

努力賞 10 飯田工業高等学校　J 5

長野工業高校１年生チーム

中野平中学校チーム

チーム名

篠ノ井西中学校 OB Creation

大会結果 
■記録 

第１回目記録 第２回目記録 第３回目記録 BEST記録 備考
順位 ゼッケン チーム名 FE(km/L) FE(km/L) FE(km/L) FE(km/L)
1 19 篠ノ井西中学校OB Creation 515.11 511.96 - 515.11
2 9 長野工業高校１年生チーム 224.76 11.10 - 224.76
3 3 篠ノ井西中学校　チャレンジャー2nd 208.41 163.07 - 208.41
4 17 松本お祭り同好会 175.52 - - 175.52
5 13 Ester Orca@長野高専 87.90 138.87 - 138.87
6 18 Team Imawaka 136.42 126.31 - 136.42
7 11 武蔵工大二高原動機部 131.95 91.28 - 131.95
8 21 Z50J（市販車部門） 115.74 95.67 - 115.74
9 22 飯田工業高等学校 SKY 106.84 11.43 - 106.84
10 10 飯田工業高等学校　J5 103.84 70.07 88.04 103.84
11 6 清水中学校チーム 96.57 26.80 - 96.57
12 20 篠ノ井西中学校 TeamT（市販車部門） 63.64 - - 63.64
13 1 篠ノ井西中学校 Spirit 167.14 - - - 参考記録
13 2 篠ノ井西中学校 Creation DeltaΔ 10.43 155.81 - - 参考記録
13 4 篠ノ井西中学校 Team S&V 10.74 - - - 参考記録
13 5 篠ノ井西中学校 M3 - - - -
13 7 中野平中学校チーム - - - -
13 8 長野工業高校３年生チーム - - - -
13 12 accident@長野高専 198.42 - - - 参考記録
13 14 JELUTION@長野高専 8.30 - - - 参考記録
13 15 カレッジオブキャリア 自動車部 12.36 - - - 参考記録
13 16 長野県工科短期大学校 6.57 - - - 参考記録

（注）－は記録なし

主催：エコマラソン長野実行委員会、ＮＰＯ法人ＣＯ２バンク推進機構 

大会ＨＰ http://www.kodomo.community-link.net/ecorun.htm 

ゼッケン：１ ゼッケン：２ ゼッケン：３ ゼッケン：４ ゼッケン：５

篠ノ井西中学校Spirit 篠ノ井西中学校 篠ノ井西中学校チャレンジャー2nd 篠ノ井西中学校　Team S&V 篠ノ井西中学校　M3

記　録：167.14km/l(参考記録) Creation Delta Δ 記　　録：208.41㎞/ｌ 記　録：10.74km/l(参考記録) 記　　録：なし

記　録：155.81km/l(参考記録)

ゼッケン：６ ゼッケン：７ ゼッケン：８ ゼッケン：９ ゼッケン：１０

清水中学校チーム 中野平中学校チーム 長野工業高校３年生チーム 長野工業高校１年生チーム 飯田工業高等学校　J5

記　　録：96.57㎞/ｌ 記　　録：なし 記　　録：なし 記　　録：224.76㎞/ｌ 記　　録：103.84㎞/ｌ

表　　彰：奨励賞 表　　彰：優秀賞 表　　彰：努力賞

ゼッケン：１１ ゼッケン：１２ ゼッケン：１３ ゼッケン：１４ ゼッケン：１５

武蔵工大二高　原動機部 accident@長野高専 Ester Orca@長野高専 JELUTION@長野高専 カレッジオブキャリア自動車部

記　　録：131.95㎞/ｌ 記　録：198.42km/l(参考記録) 記　　録：138.87㎞/ｌ 記　　録：8.30km/l(参考記録) 記　　録：12.36km/l(参考記録)

ゼッケン：１６ ゼッケン：１７ ゼッケン：１８ ゼッケン：１９ ゼッケン：２０

長野工科短期大学校 松本お祭り同好会 Team Imawaka 篠ノ井西中学校OB　Creation 篠ノ井西中学校Team T

記　　録：6.57km/l(参考記録) 記　　録：175.52㎞/ｌ 記　　録：136.42㎞/ｌ 記　　録：515.11㎞/ｌ (市販車部門)

表　　彰：最優秀賞 記　　録：63.64㎞/ｌ

ゼッケン：２１ ゼッケン：２２

Z50J　　　　（市販車部門） 飯田工業高等学校 SKY

記　　録：115.74㎞/ｌ 記　　録：106.84㎞/ｌ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

エコマラソン長野実行委員会 
実行委員長 箕田大輔 
競技委員長 岡田 学 

 
事務局 特定非営利活動法人ＣＯ２バンク推進機構 

           理事長 宮入 賢一郎 
         〒381-2217 

長野県長野市稲里町中央三丁目３３番２３号 
              電 話 ０２６－２８５－５３７０ 
              ＦＡＸ ０２６－２５４－７３０１ 

ＵＲＬ http://www.co2bank.org/ 
Ｍａｉｌ co2bank@nifty.com 

 

ご協力をいただきましたたいへん大勢の皆様に感謝申しあげま

す。参加者からは早くも来年度の開催の希望が多く集まっており

ますので、今後ともご理解・ご協力をお願い申し上げます。 


